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紫外線広域観測衛星うみつばめ
nターゲット天体
• 中性⼦星連星合体
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⾕津陽⼀. 
紫外線時間領域天⽂学のための超広視野探査衛星.
2019 年度⼩規模計画の提案書, 2020. 

n紫外線波⻑域対応の裏⾯照射型
CMOSセンサー搭載
• 可視光カットフィルターと組み合わせ
→紫外線領域のみで⾼感度

GW170817の光度曲線

可視光カットフィルター

裏⾯照射型
CMOSセンサー



性能評価結果
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2.27 e!

0.784 ± 0.025 ⁄e! pix/s

n読み出しノイズ
• バイアスフレームの差分から標準偏差を計算

n暗電流
• ダークフレームの平均ADUを
露光時間で線形フィッティング

CMOSセンサー



ミッション要求の達成可能性
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n限界等級の計算
• S/N>5を検出限界
• 基準天体として⿊体輻射する天体を仮定
• 読み出しノイズ・暗電流から全ノイズの推定
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nミッション要求達成可能性の確認
• ミッション要求の達成に必要な重ね合わせ枚数・露光時間の算出
• 計算上は達成可能

𝐹!: 基準天体のフラックス
𝑀!: 基準天体の限界等級
𝜎": 全ノイズ


